
消費者事故等に該当

消費者の生命又は身体に次のいずれかの被害が発生したか。
・死亡
・治療に１日以上要する負傷・疾病
・一酸化炭素中毒

商品等・役務が消費安全性（つまり、消費者により使
用等が行われる時点において通常有すべき安全性）を
欠くことが明らかか。

商品等・役務が消費安全性を欠くことにより生じた事
故でないことが明らかであるか。

次のいずれかに該当する消費者の生命・身体に被害が
生じるおそれのあるものか？
・安全基準不適合
・飲食物以外の物品等の異常（施設や工作物を含む)
・飲食物の異常 ・窒息その他の著しい危険

Yes

Yes No

No

生命・身体に係る消費者事故等の該当性判断の流れ

Yes

No
該当せず

該当せず

No
該当せず

該当せず

さらに、消費者事故等に該当するもののうち、次に該当する場合は重大事故等に該当する。
①被害が発生している場合 死亡、治療に30日以上要する負傷・疾病、一酸化炭素中毒 等
②被害が発生していない場合 安全基準不適合かつ消費安全性を確保する上で重要な部分の異常、火災 等

事業者が提供する商品等・役務の消費者による使用又は利用
がなされたか。
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(注）死亡、治療に１日
以上要する負傷・疾病、
一酸化炭素中毒に該当
しない消費者の被害が
発生した場合（絆創膏
で足りるような場合）
でも、※④～※⑥の該
当性を改めて確認する
必要がある。


